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火災統計の部 
 

 

１ 発生状況 

令和元年上半期の火災発生件数は、１６件で前年に比べ９件減少しました。 

発生件数を市町別でみると、亀岡市が１１件、南丹市が４件、京丹波町が１件と 

なっています。 

 

２ 火災種別 

火災種別ごとの発生件数は、建物火災が１３件で全体の８１．３％を占めており、

その他の火災２件、林野火災１件となっています。 

 

３ 損害状況  

  建物火災の焼損床面積は、３，１９４㎡で前年に比べ２，１９２㎡増加しました。 

火災による損害額は、２億１，９１９万４千円で前年に比べ１億７，２４２万７千

円の増加となりました。このうち、建物火災は２億１，９１９万４千円で全体の   

１００％を占め、建物火災１件あたりでみると、１，６８６万１千円の財産が失われ

たことになります。 

 

４ 死傷者の発生状況  

火災による死者はなく、負傷者は４人でした。 

 

５ 出火原因   

出火原因については、「不明・調査中」の７件を除き、「たき火」が３件、「こんろ」、

「電気機器」が各２件、「放火の疑い」、「その他」が各１件となっています。   



13 10 3

1 1

4 △ 4

2 11 △ 9

16 25 △ 9

219,194 43,642 175,552

2,640 △ 2,640

485 △ 485

219,194 46,767 172,427

床面積（㎡） 3,194 1,002 2,192

表面積（㎡） 44 79 △ 35

82 13 69

5,330 26,229 △ 20,899

9 12 △ 3

3 7 △ 4

8 7 1

20 26 △ 6

4 5 △ 1

2 △ 2

8 7 1

12 14 △ 2

24 39 △ 15

1 △ 1

4 5 △ 1

16,861 4,364 12,497

208 △ 208

1.2 1.8 △ 0.6

半 損

小 損

計

出火率(人口１万人あたりの出火件数)

※△は、前年との比較において減を表す。

死 傷 者 （ 人 ）
死 者

負 傷 者

１件平均損害額(千円)
建 物 火 災

建 物 火 災 以 外

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災

計

り 災 人 員 （ 人 ）

焼 損 面 積

建
 

物

林 野 （ ａ ）

そ の 他 （ ㎡ ）

焼損棟数（棟）

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

計

り災世帯数（世帯）

全 損

１．火災発生概要
令和元年
上半期

平成３０年
上半期

増　　減

火災件数（件）

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災

計

損害額（千円）

建 物 火 災

林 野 火 災
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2.市町別発生状況
火 災 種 別

焼

損

棟

数

り

災

世

帯

数

り

災

人

員

死傷者 焼 損 面 積

損害額建

物

林

野

車

両

そ

の

他

計

死

者

負

傷

者

建
物
床
面
積

3 2,597 44 15 208,036

南 丹 市 1 1 2 56

京丹波町 1 11,1021 1

1

建
物
表
面
積

林

野

そ

の

他

(㎡) (㎡) （a） (㎡) (千円)

亀 岡 市 11 11 18 11 23

4 1 1 1 6 67 5,330

管 外

591

4 3,194 44 82 5,330 219,194

3.署所別発生状況

建物 林野 車両 その他 計

計 13 1 2 16 20 12 24

亀　岡
消防署

本 署 9

東 分 署 2

9

2

園　部
消防署

本 署 1 1 1 3

八木出張所

日吉出張所 1 1

16

1

美山出張所

計 13 1 2

丹波出張所 1
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建　物

林　野

車　両

その他

計

建　物

林　野

車　両

その他

計

４．月別発生状況

1月 2月 3月 4月 6月 計

1 4 3 2 3 13

5月

11

2

2 4 4 2 4 16

1 1

５．曜日別発生状況

日 月 火 水 木 計

2 4 2 1 1 2 1 13

金 土 不明

1 1

1 1 2

2 1623 4 3 1 1
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建　物 林　野 車　両 その他 計

0時～2時 1 1 2

2時～4時 1 1

4時～6時

6時～8時 1 1

8時～10時 3 1 4

10時～12時 1 1

12時～14時 1 1

14時～16時 1 1

16時～18時 2 2

18時～20時

20時～22時

22時～24時 2 2

不明 1 1

計 13 1 2 16

建　物 林　野 車　両 その他 計

専用電話(NTTを除く) 2 2

専 用 電 話 （ NTT ） 1 1 2

専 用 電 話 （ 携 帯 ） 5 2 7

加 入 電 話 （ 固 定 ） 1 1

加 入 電 話 （ 携 帯 ）

警 察 電 話

駆 け 付 け 通 報

事 後 聞 知 4 4

そ の 他

計 13 1 2 16

６．発生時間別発生状況

７．覚知別発生状況
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建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

こんろ 1 1 2 2

電気機器 2 2 2

たき火 1 2 1 2 3

放火の疑い 1 1 1

その他 1 1 1

不明・調査中 5 1 1 6 1 7

計 11 1 1 2 1 13 1 2 16

合

計

８．火災の主な原因

市 町 別 亀 岡 市 南 丹 市 京丹波町 計
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９．市町別出動状況

11 1 1 13

1 1

2 2

11 4 1 16

建 物 1 1

林 野 1 1

車 両

そ の 他 4 8 1 13

小 計 5 9 1 15

6 4 10

1 1 1 3

18 16 5 39

30 30 7 67

1 1 2

2 4 1 7

24 7 4 35

5 2 2 1 10

32 14 6 2 54

車 両

そ の 他

亀

岡

市

南

丹

市

京

丹

波

町

管

　
外

合

　
計

計

消

防

事

故

無
　
損
　
事
　
故

破 裂 事 故

漏 洩 流 出 事 故

火

災

事

件

建 物

林 野

電 気 事 故

燃 焼 放 置 事 故

発 報 事 故

計

そ

の

他

出

動

水 防

捜 索

警 備

救 急 支 援

そ の 他 の 出 動

計
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救急統計の部 
 

 

１ 出動件数及び搬送人員 

令和元年上半期の救急出動件数は、３，２８５件で前年に比べ３５件増加して

おり、搬送人員は３，１１３人で前年に比べ３０人増加しています。 

 

２ 事故種別 

事故種別ごとの出動件数は、急病が２，１７３件で全体の６６．１％を占め、

次いで、一般負傷が４６８件で１４．２％、交通事故が２３５件で７．１％と 

なっています。 

 

３ 年齢区分別 

年齢区分別の搬送人員は、高齢者〈６５歳以上〉が２，１１９人と最も多く、

全体の６８．１％を占め、次いで、成人〈１８歳以上６５歳未満〉が７７３人で

２４．８％、少年・乳幼児・新生児〈１８歳未満〉が２２１人で７．１％となっ

ています。 

 

４ 傷病程度別 

傷病程度別の搬送人員では、搬送した３，１１３人のうち軽症が１，６１８人

で、全体の５２．０％を占めており、次いで、中等症が９９７人で３２．０％、

重症が４２０人で１３．５％、死亡・その他が７８人で、２．５％となっていま

す。 



3,285 3,250 35

3,113 3,083 30

203 201 2

4 4

4 △ 4

235 236 △ 1

36 34 2

27 23 4

468 517 △ 49

15 4 11

14 23 △ 9

2,173 2,126 47

転 院 搬 送 288 265 23

医 師 搬 送 1 1

資 機 材 等 輸 送

そ の 他 24 13 11

18.1 18.0 0.1

17.2 17.0 0.2

出 動 件 数

１．救急出動概要
令和元年
上半期

平成３０年
上半期

増　　減

搬 送 人 員

不 取 扱 い

事

故

種

別

出

動

件

数

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

※△は、前年との比較において減を表す。

加 害

自 損 行 為

急 病

そ

の

他

１ 日 平 均 出 動 件 数 ( 件 )

１ 日 平 均 搬 送 人 員 （ 人 ）
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151 298 1,326 231 2,006

53 108 578 103 842

31 58 259 75 423

4 10 14

235 468 2,173 409 3,285

２．市町別出動状況
交通 一般負傷 急病 その他 計

亀 岡 市

南 丹 市

京 丹 波 町

管 外

計

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

亀
岡
市

南
丹
市

京
丹
波
町

管

外

交通 一般負傷 急病 その他件数
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亀 岡 本 署 72 141 699 88 1,000

東 分 署 49 115 443 114 721

小計 121 256 1,142 202 1,721

園 部 本 署 31 50 286 40 407

八木出張所 36 80 347 71 534

日吉出張所 17 17 110 14 158

美山出張所 5 10 54 18 87

丹波出張所 25 55 234 64 378

小計 114 212 1,031 207 1,564

235 468 2,173 409 3,285

５月

亀岡消防署

園部消防署

合計

３．署所別出動状況

交通 一般負傷 急病 その他 計

0

100

200

300

400

500

600

700

亀
岡
本
署

東
分
署

園
部
本
署

八
木
出
張
所

日
吉
出
張
所

美
山
出
張
所

丹
波
出
張
所

件数
交通 一般負傷 急病 その他
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交通

一般負傷

急病

その他

計

土 計

交通 31 235

一般負傷 61 468

急病 316 2,173

その他 59 409

計 467 3,285

6月

36

75

317

68

496

5月

51

75

362

65

553

4月

45

84

348

58

535

3月

31

73

358

86

548

2月

39

76

356

49

520

469 506 448 436 481 478

43 61 53 55 70 68

324 338 307 289 307 292

69 69 63 61 74 71

金

33 38 25 31 30 47

日 月 火

33

85

水 木

432

83

633

５．曜日別出動状況

2,173

409

3,285

４．月別出動状況

計

235

468

1月
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0～ 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 計

交 通 5 3 16 39 35 23 22 34 27 21 10 235

一 般 負 傷 13 12 14 28 54 75 34 57 61 55 45 20 468

急 病 112 87 74 164 299 225 225 225 210 203 204 145 2,173

そ の 他 13 5 6 13 41 66 88 57 43 40 21 16 409

計 143 104 97 221 433 401 370 361 348 325 291 191 3,285
.

3,113計 4 116 101 773 2,119

2,040

そ の 他 3 2 16 115 233 369

急 病 79 51 435 1,475

253

一 般 負 傷 1 31 11 72 336 451

（7歳未満） （18歳未満） （65歳未満） （65歳以上）
計

75
（28日以内）

交 通 4 23 151

６．覚知時間別出動状況

７．年齢別搬送人員状況
新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者

0

100

200

300

400

500

0～ 2～ 4～ 6～ 8～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～

交通 一般負傷 急病 その他件数

覚知時間

高齢者

成人

少年

乳幼児

新生児成 人
(24.8%)                                                                                                                      

乳 幼 児 (3.7%)
少 年 (3.2%)

高 齢 者
(68.1%)

新 生 児 (0.2%)
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住 宅 公衆出入場所 道 路 仕事場 その他 計

交 通 6 5 236 1 5 253

一般負傷 266 129 38 2 16 451

急 病 1,529 438 24 38 11 2,040

そ の 他 17 315 3 33 1 369

計 1,818 887 301 74 33 3,113

死 亡 重 症 中等症 軽 症 その他 計

交 通 1 9 21 222 253

一般負傷 3 80 76 292 451

急 病 69 261 697 1,012 1 2,040

そ の 他 4 70 203 92 369

計 77 420 997 1,618 1 3,113

８．発生場所別搬送人員状況

９．傷病程度別搬送人員状況

住宅

公衆出入場所

道路

仕事場

その他
住 宅

(58.4%)

その他 (1.0%)

道 路

(9.7%)

仕事場 (2.4%)

(28.5%)

公衆出入場所

搬送人員 軽症

中等症

重症

死亡

その他

軽 症

(52.0%)

重 症

(13.5%)

死 亡 ・ その他 (2.5%)

中等症

(32.0%)
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１０．ドクターヘリ要請状況

要請件数

活動件数 15

9

1 1 3

5 3 7 26

2 2 2 1 7

1

1

計その他急病

2 1

※△は、前年との比較において減を表す。

5

運動競技

令和元年上半期 平成３０年上半期 増減

3 3

17

水難

交通

労働災害

5

6

8

管 外

計

亀 岡 市

南 丹 市

11

京 丹 波 町

26

19 4

火災

急病

6

5

1

加害

自損行為

自然災害

11

１１．市町別ドクターヘリ要請状況

1 △ 1

その他

6 16

一般負傷

事
故
種
別
要
請
件
数

3

一般負傷交通

2
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救助統計の部 
 

 

１ 出動件数及び救助件数 

令和元年上半期の救助出動件数は、４２件で前年と比べ１１件減少しており、救助 

人員は１４人で前年と比べ６人減少しています。 

 

２ 事故種別 

事故種別は、その他の事故が１７件で全体の４０．５％を占め、建物等による事故

が１３件、交通事故が１２件となっています。 

 

 

 

 



出動件数 6 9 12 27

救助人員 3 1 6 10

出動件数 6 4 5 15

救助人員 1 1 2 4

出動件数

救助人員

出動件数 12 13 17 42

救助人員 4 2 8 14

その他

１．救助出動概要
年別 令和元年

上半期
平成３０年

上半期
増減

区分

出 動 件 数 ( 件 ) 42 53 △ 11

救 助 人 員 ( 人 ) 14 20 △ 6

事

故

種

別

出

動

件

数

火 災

交 通 事 故 12 20 △ 8

水 難 事 故 3 △ 3

自 然 災 害 事 故

機械による事故 2 △ 2

建物等による事故 13 14 △ 1

ガス及び酸欠事故

(件)
破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

17 14 3

　　※　△は、前年との比較において減を表す。

２．事故種別出動状況

事故種別

署別

亀　岡
消防署

園　部
消防署

計

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

事

故

 14



6 12 27

4 5 11

2 4

12 17 42

３．市町別出動状況

交

通

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

2

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

火

災

水

難

事

故

自

然

災

害

事

故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

2

計 13

その他管外

南 丹 市

亀 岡 市

京 丹 波 町

9

3

3

27

15

６
月

64

４
月

7

2

9 10

４．月別出動状況
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京 都 中 部 広 域 消 防 組 合  

消 防 本 部  0771-22-9580 

〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1 丁目 9 番 1 号 

会 計 課   
〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1 丁目 9 番 1 号 

総 務 課  0771-22-9580 

消 防 課  0771-22-9581 

指 令 課  0771-22-9582 

 

 

 

亀岡消防署 

 〒 621-0851 

京都府亀岡市荒塚町 1 丁目 9 番 1 号 

園部消防署 

〒622-0011 

京都府南丹市園部町上木崎町大将軍19番地2 

予 防 課 庶 務 係 

予 防 課 予 防 係 

警   防   課 

東 分 署 

0771-22-0119 

0771-22-9583 

0771-22-9584 

0771-23-0119 

予 防 課 ・ 警 防 課 

八 木 出 張 所 

日 吉 出 張 所 

美 山 出 張 所 

丹 波 出 張 所 

0771-62-0119 

0771-42-3119 

0771-74-0119 

0771-75-0119 

0771-82-0119 

【２０１９年度全国統一防火標語】 


